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[緒言]バッファー層をもちい、複雑な構造の

金属パターン層と金属層でプラズモン共鳴を

調整する研究が報告されている[1,2]。パター

ン層がハーフミラーとして機能すれば、スペ

ーサー層を光学キャビティとして捉えること

ができる。この場合、パターン層に複雑な構

造が必須であるかは不明である。 

 本研究では、より簡単な構造である角柱配

列を採用し、厳密結合波解析(RCWA)[3]によ

るシミュレートからスペーサー層の光学キャ

ビティ効果を検証する。 

[計算手法]真空／Auナノ粒子パターン層／

バッファー層／Au層／Si基板の五層系の計

算を RCWAで行った。パターン層は粒子の

底面を正方形とし、その一辺を 80 nm、粒子

間隔を 20 nm、高さを 18 nmとした。モデ

ル分子にはポリアクリル酸を想定したローレ

ンツ振動子を採用し、パターン層の粒子間に

配置した。Au層は 200 nm 厚とした。バッ

ファー層にはモデル分子と同様のベース屈折

率をもつ物質を採用し、厚さを変化させ、入

射角 10°で、反射スペクトルをシミュレー

トした。計算にはフリーの RCWA計算ソフ

ト S4[4]を用い、Si、Au の誘電率は文献値

[5,6]を使用した。 

[計算結果]図 2はバッファー層の厚さを変化

させたときの吸収強度を示す。厚さに依存し

て、吸収強度が周期的に変化していることが

明らかとなった。これは、光学キャビティ効

果を示唆している。次に、吸収強度が最大お

よび最小となる厚さにおける、バッファー層

内膜厚方向の電場分布を RCWA によりシミ

ュレートし、キャビティ効果のさらなる調査

を行う。詳細は当日報告する。 

 
Figure 1 Schematic of the layers used 
in the simulation. 
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Figure 2 IR absorbance of model 
molecules as a function of buffer layer 
thickness. 
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